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         A Mother's Awareness of Changes in Her Child's Behavior 
                  and the Transformation of Her Values 
                        Hiroyuki Tanba* and Mitsuru Onishi*
            * Aino University, Faculty of Nursing and Rehabilitation, Department of Occupational Therapy 
                                              Abstract 
           We conducted an interview with a mother, whose child with cerebral palsy had made 
        progress in the operation of her electric wheelchair and just begun to show search behavior. 
        The mother noticed and described the changes in the girl's daily life as "now my childhas her 
        own will and asserts herself," recognizing the difference from her past experience of child 
        rearing. It led to the transformation of her sense of value. Their mother—child interaction 
        was activated as the mother started to pay more attention to the girl's thoughts, feelings, wants 
         and needs. 
           Thus we discovered that the mother's intention to identify and fulfill the child's wants and 
        needs, as well as the girl's capability to convey her own thoughts and feelings, was the keyto 
        the continuous mutual influence between them, which stimulated the development of mother—
        child relationship. 
        Key words : mother, sense of value, mother—child interaction, modified grounded theory 
                  approach 
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〔原 著〕
母親が捉えた子どもの変化と母親の価値観の変容
丹 葉 寛 之*,大 西 満*
【要 旨】 子どもが変化するには母親の関わり方や子どもの捉え方は重要であり,母親の関わり
方が変化するには子どもの変化を感 じ取ることが必要である。 今回,電 動車椅子操作が向上 し探
索活動が見 られるようになった頃をきっかけに脳性麻痺児の生活に変化が見 られ,母 親はその姿
を 「わがままになり,自 己主張するようになった」 と表現 した。母親は子どもの姿から過去の子
育て経験との違いに気付き,母 親 自身の価値観が変容 し,そ の中で母親は子どもの思いを実現さ
せようとする意識の芽生えの中で母子相互作用が活性化 し,母子共に変化が見 られた。
本研究は母親への面接調査を通 して,母親が捉えた子どもの生活変化に対する気付きと母親の
価値観の変容にっいてまとめた。結果,子 どもの 「思いを伝える力」 を捉え,「思いを感 じ取 り
実現させようとする気持ち」 を持っことで,母 子 ともに影響 しあいながら発達する関連性が明ら
かになった。
キー ワー ド:母親,価 値観,母 子相互作用,修 正版グラウンデッド・セオ リー ・アプローチ





と考え られている。 しかし,脳性麻痺児の場合,自 ら
動 くことに制限があるため,外界への探索行動が難 し
く,受身的な生活を送ることは少なくない。
今回,努 力性の寝返 りのみの移動手段 しか持たない
学齢期の脳性麻痺児に対 し,移動手段の獲得を目的に
電動車椅子の導入を試みたところ,操作性が向上 して


































匿名化 し,プ ライバ シーが守 られるように配慮 し,本
研究以外には使用 しないことを約束 した。同意を得た









面接調査 によ って得 られたデー タの分析 には,修 正
版 グ ラウ ンデ ッ ド・セオ リー ・アプ ローチ(以 下,M













































ハイって渡 してくるんです」等 という発言か ら 「お手
伝い行動」 という概念を生成 した。 また,『着替えの
ときに腰を浮かすとか頭を上げるのが上手になりまし










た(表1)。 それを基に結果図(図2)及 び,簡 潔に
表1生 成された概念 ・カテゴリー表


























































家にテレビが2台 あって,小 さいほうをこの子用にしていて,そ っちに寝か している
けど,画 面を見比べて大 きいテレビが良いって,す ごい勢いで転がってくるんです。
今まではそういうのはなかった。
お菓子を持 ったときの口への持 っていき方は,


























わか らなかった。私はこっちでいいやろうと思 って言 うけど,こ の子はバックして逃
げていく。私が思 っていない意外な行動をするんです。
前はいっぱい言いたいことがあったけど,た だ,泣 いているだけ。私も何が言いたい
のかが,わ か らなかったけど,今 はジェスチャーでかなり分かります。
私は迷惑をかけたらあかん,お 騒がせしたらあかんって言うのが先にたっので。だか
ら,電動は他の人に任せられない。









文章化 したス トー リー ライ ンを作成 した。以下 にカテ
ゴ リーとそれぞれの概念,定 義,具 体例 につ いて示 し
た後,結 果図,ス トー リー ライ ンを示 す。
なお,文 章 中の 〈〉 はカテ ゴ リー,「 」 は概念,




『今 はとにか く手 がよ く出て きます。自分 も自分
もって言 う感 じで何で もや りたが る』と言 うように
「自分でや りたい気持ち」を高あていく姿,『主張はす
るし譲れへんけど,納得す ると前 より待てるように








動作の協力」 「伝達手段の拡大」等を通 して,日 常生
活に主体的に参加 しようとする姿が見 られるように
なったことか ら,〈生活への参加の始まり〉 と命名 し
カテゴリー化 した。
〈運動機能の拡大の兆 し〉
『好 きなテ レビがやっていると,す ごい勢 いで転









動機能の拡大の兆 し〉と命名 しカテゴリー化 した。
〈生活への参加の始まり〉
電動車椅子導入以前は 『去年の夏休みは2,3日 テ
レビを見続けていて も,家で過 ごせた」 というように,




『みんなが自転車で走 っていく後を,こ の子 も電動
で得意そうに走っていって」という 「友達との場の共
有」や 「友達関係の中での満足感」を得ることにより,










私が思 っていない意外な行動 をするんです』 という
「母親の予測 とのギャップ」 等,母 親の予測 していた
子どもの姿とは違 う行動をする姿か ら,母親は子ども
の持っている能力を発見 していることか ら 〈子どもの
能力の発見〉と命名 しカテゴリー化 した。
〈子どもに対する評価基準〉
『言葉 もわりと理解 して,電動 もあれだけ出来るし,
この子は見た感 じの レベルよりもわか っているんやろ
うな』 という 「肯定的側面」 を持つ反面,『電動みた
いに一人で乗れていたら出来たって思 うけど』 という
「介助な しで出来ること」 という評価基準を持 ってい
るため,『やっぱり手 も思うように動かないし,私 の
中ではやっぱりこの子は無理なんや,ど うせ出来ない
んやって言 う観念が入 っていて』 という 「否定的側
面」を持っている。母親は 「介助なしで出来ること」
を子どもが出来ることとする価値基準を持 っているた

















母親の関わ り方として 〈子どもに対する関わり方〉 と
した。
〈母子相互作用〉
『イ トー ヨーカ ドーに買い物 に行 ったときに車か ら
降りるのがイヤ。車で待っていたいって訴えるんです。
私 は待 っていて もしょうがないと思 うけど。』 という
ように,母親 は 「子どもの思いを伝える力」を捉えて
いる。 また,『旅行に行 く日の夜中に起きて,怒 って
いるんです。私 は早 く寝ようというけど,怒 り続けて。
結局,服 を着替えさせうっていうことだった。着替え
させると満足 しておとなしく待ち続 けるんです」等と
いうように,母親 は子 どもの 「思いを感 じ取 り実現さ
せようとする気持ち」を示す姿が伺える。 このように
母親が捉えた子 どもの変化 と母親の価値観の両方を含
む概念が生成 されており,母親 は子 どもの思い,や り
たい気持ちを捉え,実現 させようとする相互のやり取







テゴ リー,右側の円を母親の価値観 に関す るカテゴ
リーとして結果図を作成 した。結果図は無限大(∞)
















探索す ることが出来 るようになって きた頃か ら,〈自
我の拡大〉〈生活参加への始まり〉〈運動機能の拡大の










することが見 られる。 〈子どもに対する評価基準〉 に
より,〈子どもに対する関わり方〉 は変化 しネガティ
ブな行動を示すことがある。 しか し,母親は子どもの
「思いを感 じ取 り実現させようとす る気持ち」を持 っ
ているため 〈子 どもに対する評価基準〉で 「否定的側
面」を持ちつつ も,子 どもの 「思いを伝える力」を再
び感 じ,生活の中で子 どもの思いを受け止め,母親が
行動する姿が見られる。これは,両者が 「思いを伝え
る力」「思いを感 じ取 り実現 させようとす る気持ち」
を持つ ことにより 〈母子相互作用〉が活性化され,互
いに影響 し合いなが ら発達する関連性を示 している。
Ⅳ.考 察












やりたい気持 ちを高めていく自我の芽生 えが必要 に
なってくると考えられ,そ の結果,手 伝われることに







捉えた子 どもの変化 に関す るカテゴ リーが存在 し,
〈自我の拡大の始 まり〉 〈生活への参加の始 まり〉 〈運










ているとき,(母親が)こ っち行 ってと言 った時に応
じるときと,こ の子はこっちの売 り場に行 きたいと
思って反対に行 ったりとか,親 が思い込んでいるのと
違 うところに行 くのです』 というように,積極的に自








の参加 の始 まり〉など主体的な姿が見 られ るように




協力」など 〈生活への参加の始まり〉が見 られ,子 ど
も自らが主体的に生活に参加する姿が見 られるように




共有」 「友達関係での満足感」 は,自 我の基盤に必要





かけになったのは,今 までの子育ての体験 とは違 う新
たな体験を したことか らであると考えられる。母親 は
自分の思い,予 測とは違う子 どもの予想外の行動を見











気付き,子 どもの思いを実現 しようとす る母親の関わ
り方も重要な要素となる。動きの少ない脳性麻痺児の
場合,受 け身的にな り自我の弱さが見 られることが多
いが,母 親が子どもの思いに気付き,受 け止めていく
ことが自我を育て,積 極的な行動を作 り出す ことにも
つながる。母親は子どもの変化 した姿を 『わがままに
なった」 という言葉で表現 しているが,そ こには子ど
もに対する 〈自我の拡大の始まり〉に対する気付きが
存在する。その中で母親は子どもの能力を発見 してい






「否定的側面」 か ら 「肯定的側面」 へと変化させるも
のである。 しか し,母親は子どもに対 し 「慎重な関わ
り方」 を行 う傾向があること,「あきらめ」 の気持ち
があることか ら,〈子どもに対する評価基準〉 が 「肯
定的側面」 「否定的側面」 の両者を循環する価値観を
持 っていると考え られる。そのため,〈母子相互作用〉
の概念である 「思いを感 じ取 り実現 させようとする気
持ち」を持 っているが,常 に一定の状態を保 っている
訳ではない。 しか し,結果図の中央に 〈母子相互作
用〉が位置するように,母親は子 どもからの 「思いを
















うような 「子どもの予想外の行動」や 「母親の予測 と
のギャップ」「子 どもの要求の理解」を感 じていき,
〈子どもに対する評価基準〉 が 『この子は見た感 じの
レベルよりももっとわかっているんやなあ」と言 うよ
うに 「肯定的側面」を持つ ことへと変化 している。 し
かし,一方で母親 は 『電動みたいに一人で乗れたら出
来たって思 うけど』 と言 うように,〈子どもに対する
評価基準〉のひとつとして 「介助なしで出来ること」
という意識を持 っている。 また,『やっぱ りこの子が
自分でやろうと手を出 したら,や らせないとあかんと
いうのがあって」 というような 「や らせたい思い」と
『ちょっとは自分で食べて くれるかなあって言 うのは
あるけど,自分ですくって口に持っていくのは無理や




子ども側は 「思いを伝える力」を示 し,母親側は 「思
いを感 じ取 り実現させようとする気持ち」を示 してい

























今回の研究か ら,母親は子 どもの現状を捉え 〈子 ど
もの能力の発見〉をしていくことで 「肯定的側面」を
持ち,〈子 どもに対する関わり方〉の中で 「あきらめ」
という意識により 「否定的側面」を持つ が,子 どもの
「思いを伝える力」 を受け止め,母 親自身が 「思いを
感 じ取 り実現させようとす る気持ち」の相互作用の中
で 「否定的側面」が修正 されるプロセスが確認 された。





このように,子 ども自身の発達,母 親 自身の発達が
あり,両者の発達を通 してお互いが影響 し合 う存在に
なる。そのためには,子 どもは 「思いを伝える力」を










を分析 した。その結果,母 親は子どもの 〈自我の拡大
の始まり〉 をきっかけにした生活変化に気付 き,〈子
どもの能力の発見〉を していく中で母親の価値観が変
容 していく。 しか し母親の 〈子 どもに対す る評価基
準〉 に 「否定的側面」「肯定的側面」 を持っているた
め,相反する価値観を持つ ことになるが,母 親が捉え
た子 どもの変化 と母親の価値観の変容には く母子相互
作用〉 として 「思いを伝える力」 「思いを感 じ取 り実
現させようとする気持ち」が内在 していることから,
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